
２０１４年３月期決算説明会

２０１４年５月７日

カシオ計算機株式会社



本資料における業績予想及び将来の予想等に関する記述は、

 現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的

 なリスクや不確実性が含まれております。
従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの業績とは

 異なることがありますことをご承知おき下さい。



連 結

２０１４年３月期連結決算概況２０１４年３月期連結決算概況

単位：億円
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(1/1-3/31) (1/1-3/31)

利益率 6.7% +1.6%9.1% 8.3%10.3% +1.2%



通期のセグメント別概況通期のセグメント別概況 ②

◆増収（２，２７９億→２，６４４億）コンシューマ
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→利益率改善（11.7%→13.4%)

億円 億円

◆増益（２６６億→３５５億）
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11.7%
13.4%

％ ・時計のブランド製品好調

・時計：G-SHOCKを中心にﾌﾞﾗﾝﾄﾞ強化

・楽器：高付加価値の電子ﾋﾟｱﾉ比率拡大

・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ：独自のﾊｲｴﾝﾄﾞ製品特化

により利益確保

・楽器の電子ピアノ好調

システム

・増収となったが、プロジェクターの価格競争による粗利低下より１８億の営業損失

その他
・携帯電話の保守サービス業務移管等により減収となったが、利益はほぼ前年並み

◆増収（４１８億→４５３億）

 
◆減益（▲７億→▲１８億）

◆減収（２８１億→１２１億）

 
◆減益（▲３億→▲５億）



連 結

単位：億円

売上高

営業利益

経常利益

当期利益
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２０１５年３月期決算予測２０１５年３月期決算予測
③
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売上高

セグメント別売上・営業利益セグメント別売上・営業利益
単位：億円

コンシューマ

通期計画
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Ｖ１５達成に向けてＶ１５達成に向けて
⑤
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Ｖ１５達成

＜２０１６年３月期：売上４，０００億円、営業利益率１５％＞



売上高

利益率
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Ｖ１５定量目標の概算Ｖ１５定量目標の概算
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Ｖ１５達成に向けてＶ１５達成に向けて
⑦

２．時計以外の既存事業の売上拡大

・新ジャンル製品による市場創造

・グローバルエリア拡大の加速

・サイネージ事業の大口受注先拡大

３．新規事業の拡大

・デジタル絵画事業の売上拡大

１．時計事業のさらなる成長

→アートクロックの投入、絵画コンテンツの拡大

・ＧＰＳ＋電波のハイブリッドモデル拡販

・スマートフォン連携Bluetoothウォッチ拡販



財務、株主還元施策財務、株主還元施策
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◆財務基盤の強化

【ＲＯＥ推移】

・業績に連動した安定配当及び自社株買いを含めた還元施策の検討

・収益性を高め、ＲＯＥ向上

◆株主還元施策
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【配当金推移】
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